
【
洋
画
家
と
し
て
出
発
】 

 

 

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
下
村
為
山
は
、
画

家
・
俳
人
な
ど
多
彩
な
側
面
を
持
っ
た
人
物
で
す
。 

 

為
山
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
松
山
市
出
淵
町

（
現
・
三
番
町
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
は
、
西
洋
画
家
を
め
ざ
し
て
上
京
し
、
小
山
正
太

郎
の
不
同
舎
で
、
中
村
不
折
と
と
も
に
洋
画
を
学
び
、
小
山

門
下
の
双
璧
と
し
て
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
に

は
、
明
治
美
術
会
第
一
回
展
に
出
品
し
、
森
鷗
外
の
批
評
を

受
け
、
翌
二
十
三
年
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
、
「
慈

悲
者
殺
生
」
を
出
品
し
、
褒
章
を
受
け
る
な
ど
西
洋
画
家
と

し
て
名
声
を
博
し
ま
し
た
。 

 
 

画
家
・
俳
人 

下
村 

為
山 

為
山
を
取
り
巻
く
人

（々
人
物
写
真
は
、
す
べ
て
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
所
蔵
） 

下村為山 

（松山市立子規記念博物館所蔵） 

柳原 極堂 浅井 忠 内藤 鳴雪 

中村 不折 
下村 為山 正岡 子規 

高浜 虚子 河東 碧梧桐 

 いとこ 

鳴雪が子規に

為山を紹介する 

俳句仲間  

松山版「ほととぎす」 

挿画を依頼 

「松風会」の俳句仲間 

幼馴染 

松山版「ほととぎす」を発行 

友人 

浅井が子規に不折を紹介する 

師弟 

（絵画）  

 友人・俳句仲間 

「ほととぎす」の挿画等 

 友人 

新聞「日本」の挿絵等を依頼 

「ホトトギス」の 

挿画等を依頼 

 俳句仲間 

師弟（俳句）  師弟（俳句）  

書道研究の仲間  

友人・子規門の俳人  



【
子
規
と
の
出
会
い
】 

 

 

明
治
二
十
三
年
従
兄
で
常
盤
会
寄
宿
舎
監
督
の
内
藤
鳴
雪
を
訪
問
し
た

際
、
正
岡
子
規
を
知
り
、
以
後
子
規
に
俳
句
を
学
び
親
交
を
深
め
ま
す
。
こ

の
頃
、
子
規
と
邦
画
洋
画
の
優
劣
を
論
じ
、
子
規
に
洋
画
の
目
を
ひ
ら
か
せ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
二
十
六
年
春
の
句
会
で
、
「
牛

伴

ぎ
ゅ
う
は
ん

」
の
号
が
初
見
さ
れ
る
な
ど
、
俳

句
へ
傾
倒
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

一
方
、
子
規
が
編
集
責
任
者
を
務
め
て
い
た
新
聞
「
小
日
本
」
の
俳
句
欄

の
挿
絵
に
つ
い
て
子
規
か
ら
の
手
紙
で
の
依
頼
に
対
し
、
画
材
を
指
定
さ
れ

る
の
を
嫌
い
断
る
な
ど
、
画
家
と
し
て
の
気
骨
あ
る
逸
話
も
残
し
て
い
ま

す
。 

 
 

子規選句稿「承露盤」（松山市立子規記念博物館所蔵） 

句
会
の
様
子 

為
山
画
河
東
碧
梧
桐
賛
「
俳
句
革
新
記
念
子
規
庵
句
会
写
生
図
」 

（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
所
蔵
） 


